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ここ十数年、アブハズ語の研究を行っ

ている。最近、フィールド調査から得た

資料を基にアブハズ語の辞書を出版し

た。なぜこの言語を研究することになっ

たのかを書いて自己紹介としよう。大学

（大阪外大）の専攻はロシア語、大学院

では言語学を専攻した。専門は亡き恩師

と同じくバルト・スラヴ語、授業では印

欧語比較文法を読んでいたというのに、

非印欧語の少数言語を調査してみたくな

った。その遠因は、院生時代に研究室の

本棚の中に埃にまみれたボアズ編『アメリカ・インディアン諸語ハ

ンドブック』を偶然に目にしたことかもしれない。いつかサピアの
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ようにフィールド調査をやってみたいという考えが芽生えたよう

だ。アブハズ語を調査対象にしたのは、ソビエト言語類型学への関

心から能格言語であるカフカース諸語、それも動詞が複雑で音韻構

造が原印欧語に類似していると想像した北西カフカース語に興味が

あったからである。そのころソ連邦が瓦解してコーカサスで調査が

可能になったことも幸いした（今でもアブハジアは未承認国家であ

るが）。フィールド調査は様々な苦労はあるが、これほど心躍るもの

はない。インフォーマントとの交流は私の人生の得難い宝である。
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言語のフィールド調査や旧ソ連

邦の少数民族の言語に関心があり

ます。言語学に関しては音韻と文

法構造を類型的に見ていくことを

心がけています。またバルト・ス

ラヴ語の歴史的な研究も長年のテ

ーマです（休眠中ですが）。 

どんな研究もそうですが、言語

の研究も個別の言語の研究抜きに

はできません。まずは地道に自分

の研究対象とする言語のあらゆる面をマスターすべきでしょう。場

合によってはそれを研究する道具としての言語の知識も必要です。

そういった個別言語研究と同時に、人間の言語とは何かというより

広い視野から一般の言語を考えることも必要です。人間の使う自然

言語には言語の様々なレベルで類似の特徴が多くみられるからで

す。そのような広い視野をもって、また自分の専門とする個別言語

の研究に向かうべきでしょう。最後に、ドイツ語学の「鬼才」、関口

存男先生の言葉をメッセージとします：「何でも面白いことだと一生

懸命になる、何でも一生懸命になると面白くなる―これが人生の根

本を貫く玄妙不可思議な循環論法らしい。この循環論法がメリーゴ

ーランドの如く廻転するところ、飛び乗り得る者は人生の王者であ

り、飛び乗り得ない者は人生の落伍者です。残酷な事実だが。どう

したら飛び乗ることができるか？ それは少々苦しくても、しばらく

一緒に附いて外側をグルグル走ることですな」 

 

 

『ヨーロッパのおもしろ言語』


